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科目名 
 

図書館特論 

対象学科・学年 
  文学部全学科3回生  
 教育教福3回生  
 人間全学科3回生  
  
  

担当者 
 

塩見 昇 

授業テーマ 
 図書館員の仕事とあり方を考える 
授業の概要と目標 
 標記のテーマによる演習的な手法による講義と、図書館サービスの実際、図書館員のあり方についての実習による習得を通し

て、図書館への理解と有効な図書館活用の術を学習する。本学図書館を場とする実習に一定の時間をあてる。 
 「司書」資格の取得というだけでなく、より深く図書館について学び、図書館とのかかわりを将来の課題としたいと考える学

生を主とした授業（選択科目）と位置づけている。実習の具体的な内容等は、受講生との話し合いで決める。 

評価方法 
 普段の授業への参加、授業のなかでの発表や討論への参加を重視し、最終レポートを合わせて総合的に評価する。 

テキスト 
 授業のなかで指示する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 授業のなかで紹介する。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 
 

 １   この科目へのオリエンテーション 
 ２   特論テーマ①図書館員のあり方と当面する諸課題 1 
３   特論テーマ①図書館員のあり方と当面する諸課題  2 
４   特論テーマ①図書館員のあり方と当面する諸課題  3 
５   特論テーマ①図書館員のあり方と当面する諸課題  4 

 ６   大学図書館を場とする実務学習（オリエンテーションを含めて） 1 
７   大学図書館を場とする実務学習（オリエンテーションを含めて） 2 
８   大学図書館を場とする実務学習（オリエンテーションを含めて） 3 
９   大学図書館を場とする実務学習（オリエンテーションを含めて） 4 
10   大学図書館を場とする実務学習（オリエンテーションを含めて） 5 

 11   特論テーマ②各種図書館の現況と課題 1 
12   特論テーマ②各種図書館の現況と課題  2 
13   特論テーマ②各種図書館の現況と課題  3 
14   特論テーマ②各種図書館の現況と課題  4 

 15   まとめ 

 


